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2025 年度・大学院修士課程Ⅰ期入試・試験問題（生態環境科学コース） 

 

模範解答 

 

●●専門問題 A（動物分野） 

 

●問題１： 

1. 大学内でヌートリアを飼育する場合，法律，制度上，どのような手続き・準備が必要か論述せよ． 

 外部許可； 環境省に特定外来生物の飼養許可を申請し許可を得る．そのさい，飼養施設が二重扉構

造になっているなど法律に準拠した構造になっていることを示す証拠書類を添付する必要がある． 

 内部許可； 実験動物委員会に，飼養の目的とガイドラインに準拠した実験を行う旨明記した申請書

を提出し，委員会の審査と承認を得た上で学長から飼養許可を得る． 

 

2. ヌートリアを飼養するに当たって，ヌートリア固有の食物消化吸収システムに注意を払う必要があ

る．それはどのようなシステムか概説し，給餌の際に気をつけなければいけないことは何か論述せよ． 

 ヌートリアは後腸発酵動物で，後腸の発酵槽は盲腸と近位結腸が一体化した特殊な構造になってい

る．この発酵槽は哺乳類のなかでは生産力がもっとも高いシステムのひとつとなっていることが実験的

に確かめられており，それを支える内部のバクテリア相はデリケートな動的平衡状態にあると考えられ

る．したがってこの平衡状態のバランスを毀損しかねないものの経口投与，即ち異常発酵を惹起しかね

ない一定量以上の炭水化物や，発酵そのものを停止させる可能性のある抗生物質の投与は基本的には禁

忌である．前者はトウモロコシ，後者はβラクタム系やアミノグリコシド系の抗生物質が該当すること

が経験的に分かっている． 

 

3. ヌートリアの水中運動方法について，同じ齧歯類のビーバーと比較しながら概説せよ． 

 ヌートリアの水中運動は基本的には後肢のみを駆動力としているのに対し，ビーバーのそれは，必要

に応じて扁平な尾を併用することで，緊急時の急激な加速にも対応することが出来る．また，ヌートリ

アの後肢は第 4 趾と第 5 趾には水掻きがなく，全ての趾間に水掻きのあるビーバーと比してストローク

あたりの推進力がやや劣ると想像される． 

 

4.  『ヌートリアの水中での行動特性』を研究するためには，どのような実験装置が効果的だと考えら

れるか，経費に制限がないものとして，実験装置を考案して図解せよ． 

 （ヌートリアの水中での基本的な体の使い方、即ち頭部，体幹部，前肢，後肢，尾などの動かし方．

潜水持続時間や潜行深度などの水中活動能力，水中採餌活動パターンや音声を含む環境応答などを観

察，測定できそうな装置のレイアウトを示した図になっていればよい） 
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●問題２： 

1) a) 希釈効果とは、捕食者に狙われたとき、複数個体で群れていることで、特定の 1 個体が餌食にな

る確率が低下することである。 b) 多数の目効果とは、多数個体が捕食者に対する警戒行動をする

ことで、誰かが捕食者を発見する確率があがるため、捕食者の発見率が上昇したり、1 個体が警戒

行動にあてる時間を減らし、採食など他の活動にあてる時間が増えることである。 

2) 以下のいずれか、またはそれ以外でも妥当な内容であれば OK (これまで言われていないことでも内

容次第で可)。具体例をあげるなどしていたら加点してもよい。 

・群れていると目立つため、単独でいるときより捕食者に発見される確率が高まる。 

・群れていると捕食者にとってより魅力的な食物資源となり、単独でいるときより狙われる可能性が高

まる。 

・群れていると捕食者から逃げる際に混乱してうまく逃げられない可能性が高まる 

・感染症の伝播リスクが高まる 

・群れ内で食物をめぐるスクランブル競合が生じ、採食効率が低下する。 

・群れ内で食物をめぐる個体間の直接的闘争が生じ、闘争にエネルギーや時間をとられたり、食物を奪

われたりする。 

・群れのまとまりを維持するために個体間で活動を同調させることで、個体にとって最適な採食戦略が

とれなくなる。 

・群れ内で繁殖する種の場合、同性の個体が多くなると繁殖をめぐる群れ内の競合が強まる。 

3) 以下のいずれか、またはそれ以外でも妥当な内容であれば OK (これまで言われていないことでも内

容次第で可)。具体例をあげるなどしていたら加点してもよい。 

・両者が双利共生または片利共生の関係にある (ソウジウオと大型魚、偶蹄類とサギなど) 

・同種からは得られない異なる利点 (サービス) を供給しあえる (種によって発見しやすい食物や捕食

者が異なる場合など)。 

・種によって食物が異なるため、同種他個体より採食競合が弱く、群れるコストが軽減される。 

・繁殖をめぐる競合が生じないため、同種の同性他個体と比較して群れるコストが軽減される。 

 

●問題３： 

（１）集中分布、均一分布、ランダム分布の中から一つを選んで解説する。 

集中分布は、利用できる資源が少ない状況で出現する動物の分布パターンである。均一分布は資源が中

程度に存在し、個体群密度も比較的高い場合に個体間の距離が均一になる分布パターンである。ランダ

ム分布は資源が最も豊かに存在し、個体群密度も中程度の場合に出現する分布パターンである。 

 

（２）森下の Iδ指数：コドラート調査で得られた分布データから各区画に分布する個体数の総和を平

均値で補正する手法で下の式で示される。 
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Iδが１より大きい時は集中分布、Iδが１と等しい時はランダム分布、Iδが１より小さい時は一様分布

（均一分布）である。 

 

（３）ブラキストン線は青森県と北海道の間にある津軽海峡を挟んで動物の分布が分断されている現象

を指す。北海道のヒグマと本州のツキノワグマは別種である。北海道にはゴキブリやカブトムシは存在

しない。また、対馬海峡を挟んで対馬には固有種のツシマヤマネコやアカマダラ、ツシマサンショウウ

オなどが存在している。 

 

（４）動物の分布パターンを研究することにより、その動物群の生態的特徴をより具体的に理解するこ

とが可能となる。例えば、北海道に分布する特定のアリには二つの繁殖様式があり、有翅で結婚飛行を

するタイプと無翅で分巣するタイプである。分布パターンを解析すると前者はランダム分布、後者は集

中分布をしていた。繁殖戦略として有翅は生息場所を拡大できるが、後者は確実に生息に適した場所を

占有することが可能となる。このような生態的にも興味深いことが明らかにすることができるのが分布

パターン解析である。 

 

 

●問題４： 

（１）方角：8 の字ダンスにおいて，巣の鉛直方向に対するダンスの直線部分の角度が，巣から見た太

陽と餌場所の角度に対応する。 

距離：8 の字ダンスにおける直線部分を移動する際，尾部を震わせる時間が長いほど，巣から餌場所ま

での距離が遠い。 

（２）通し回遊魚 

（３）通し回遊魚が生息する河川では，通し回遊魚が生息しない河川に比べ，出現する種数が増加す

る。 

（４）低緯度：降河回遊魚   高緯度：遡河回遊魚 

（５）河川と海洋との間の一次生産量の違いに基づく。両者はそれぞれ生産量の高い場所で成長する。

低緯度地域では河川の方が生産量が高く，一方，高緯度地域の生産量は海洋の方が高い。 
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●●専門問題 C（地理・考古学） 

（1）以下に模範解答の例を記す。 

1. 種子の生産量の増大化と肥大化、種子の脱落の減少（散布能力の低下）、種子表面の刺の喪失、成熟

期間の画一化、種子の休眠性の喪失や発芽時期の画一化、自家受粉の増加、 種子の苦味の損失、花

粉の大型化など 

2. 動物性タンパク質（窒素）が減少した。 

体格が華奢になる。背が低くなる。骨が細くなる。など 

3. 動物性タンパク質が減少したので、マメ科植物を一緒に栽培し、植物性タンパク質でタンパク質（窒

素）を補った。 

 

（2）過去の環境を探る手法には、花粉分析、植物遺体分析、珪藻分析、有孔虫分析、樹輪分析、安定同

位体分析、放射性年代測定などがある。 

代表的な花粉分析は、湖沼や泥炭地に堆積した堆積物を採取し、これに水酸化カリウム処理、塩化亜鉛比

重分離処理、アセトリシス処理などの化学処理を施して化石花粉を抽出する。抽出した化石花粉はプレパ

ラートに封入し、顕微鏡で同定・計数する。さらに、採取した堆積物の放射性炭素年代測定などを行う。

堆積物の年代軸を設定することで、各層の花粉組成の変化から森林の増減、草原化、人為的影響などの古

植生変化を時間的に復元する手法である。 

 

 

 

●●小論文 

評価のポイント 

（１）先行研究の重要性について，未解決の課題の整理や目的の設定，および自身の研究の位置付けと

の対応に関する点の記述を評価する。 

（２）自身の研究おけるデータ取得について，適切な方法が選ばれているか，また具体的な観察・実験

方法について述べられているかを評価する。また，取得されたデータの解析方法，例えば統計解析につ

いて言及されているかどうかもポイントとなる。 

（３）例えば人を対象にする場合などの，研究倫理上あるいは各種の許可に関する注意点についての記

述を評価する。 

 

 

●●英語 

（著作権の関係、非公開の為、省略） 

 


